
このたびはクレドールをお買い上げいただき、
ありがとうございました。

日本人独自の感性と精緻をきわめた技術で、
世界に誇れる上質な腕時計をつくろう。

私たちはそうした想いを胸に、
高級腕時計の創造に情熱を傾けてきました。

クレドールとは、フランス語で
「黄金の頂き＝ CRÊTE D’OR」を意味する名前です。

そこには、常に頂点であろうとする
確固たる決意が込められています。

末長くご愛用くださるようお願い申し上げます。

・乳幼児の手の届くところに、時計本体や部品を置かないでください
電池や部品を乳幼児が飲み込んでしまうおそれがあります。
万一飲み込んだ場合は、身体に害があるため、ただちに医師にご相談ください。

警告

・次のような場合、ご使用を中止してください
○時計本体やバンドが腐食などにより鋭利になった場合
○バンドのピンが飛び出してきた場合
※ すぐに、お買い上げ店・弊社お客様相談窓口にご連絡ください。

取り扱いを誤った場合に、重症を負うなどの重大な結果になる危険性が想定されることを示します。

・以下の場所での携帯・保管は避けてください
○揮発性の薬品が発散しているところ（除光液などの化粧品、防虫剤、シンナーなど）
○５℃～３５℃から外れる温度に長期間なるところ ○高湿度なところ
○磁気や静電気の影響があるところ  ○ホコリの多いところ
○強い振動のあるところ
※ 電池式の場合は、電池が切れた状態で長時間放置しないでください。電池が漏液するおそれがあります。

注意

・アレルギーやかぶれを起こした場合
ただちに時計の使用をやめ、皮膚科など専門医にご相談ください。

・その他のご注意
○商品の分解・改造はしないでください。
○乳幼児に時計が触れないようにご注意ください。

ケガやアレルギーをひき起こすおそれがあります。

取り扱いを誤った場合に、軽症を負う危険性や物質的損害をこうむることが想定されることを示します。

製品取扱上のご注意

32

この時計はスキューバダイビングや飽和潜水には
絶対に使用しないでください
スキューバダイビングや飽和潜水用の時計に必要とされる苛酷な
環境を想定した様 な々厳しい検査を行っていません。
専用のダイバーズウオッチをご使用ください。

直接蛇口から水をかけることは避けてください
水道水は非常に水圧が高く、日常生活用強化防水の
時計でも防水不良になるおそれがあります。

水分のついたまま、りゅうずやボタンを
操作しないでください
時計内部に水分が入ることがあります。
※万が一、ガラス内面にくもりや水滴が発生し、長時間消えない場合は
防水不良です。

　お早めに、お買い上げ店・弊社お客様相談窓口にご相談ください

水や汗、汚れが付着したままにしておくのは
避けてください
防水時計でもガラスの接着面・パッキンの劣化やステンレスが
さびることにより、防水不良になるおそれがあります。

入浴やサウナの際はご使用を避けてください
蒸気や石けん、温泉の成分などが防水性能の劣化を早める
ことがあります。

警告 注意

注意
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BGMCE-1706
4L系 （4L75）
4S系 （4S71・4S76・4S77・4S79）
6S系 （6S37・6S74・6S77・6S78・6S96・6S99）
68系 （6870・6890・6898・6899）
8L系 （8L36・8L75）

取扱説明書
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操作方法

10

機種別一覧と各部の名称（仕様の詳細はP66～P67をご覧ください）
お客様の時計の型式番号を確認してから、各操作説明をご覧くだ
さい。
型式番号は時計の裏側で確認することができます。→性能と型式について　P.47
※型式番号は時計の種類を示す番号です。

6870・6890・6899 6898

りゅうず

分針
時針

りゅうず

手巻
世界で最も薄いクラス

（1.98mm）のムーブメント

分針
時針

手巻
世界で最も薄いクラス

（1.98mm）のムーブメント

小秒針 自動巻（手巻つき） 自動巻（手巻つき）
日付つき

りゅうず

分針
時針

秒針 りゅうず

6

分針
時針

秒針

日付

4S71 4L75・8L75
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メカニカルウオッチの特徴（手巻、自動巻）
・この時計は「ぜんまい」を動力に使用した、メカニカルウオッチです。
・止まった状態からご使用になるときは、りゅうずを20回位手で巻いてぜんまい
を巻き上げてから始動させてください。
・精度はクオーツウオッチが月差・年差であるのに対し、メカニカルウオッチは
日差（一日あたりの進み・遅れ）となります。
・ご使用になる条件（携帯時間、温度、腕の動き、巻き上げ量等）によっ
て微妙に影響を受けますので、誤差は一定ではありません。

・外部から強い磁気の影響を受けますと、一時的に精度がズレることがありま
す。
影響の度合いによっては、部品が磁化してしまうことがあります。その場合は、
磁気抜き等の修理が必要となりますので、お買い上げ店にご依頼ください。
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自動巻（手巻つき）
パワーリザーブ機能
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自動巻（手巻つき）
クロノグラフ
日付つき

6S37・6S77 6S78

6S74、6S99：手巻、
6S96：自動巻（手巻つき）
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手巻（自動巻を手で巻くときも同様です。）
１．りゅうずは引き出さないでください。
（ねじロック式の場合は、ロックを解除してください）

２．りゅうずを右（12時方向）にゆっくり回し
て、ぜんまいを巻き上げます。

・ぜんまいがフル巻上げに近付くと、りゅうず
の回転が多少重くなりますが、これは巻上げ
られたぜんまいの反発力によるものですので
異常ではありません。

・フル巻上げの状態からも更にりゅうずを回すことができる構造ですので、
ぜんまいを切る心配はありませんが過剰な操作はお控えください。
（4S、6S、4L、8L系）
ご注意：薄型の68系は、巻き上がるとりゅうずを回すのが重くなります。

それ以上無理に力を入れるとぜんまいが切れる場合がありますの
でご注意ください。

３．ぜんまいは毎日一定の時刻に十分巻いてご使用ください。十分な
巻き上げによってより安定した精度が得られます。

ぜんまいの巻き方

りゅうずには、通常のものとロックできる構造のものの、2 つのタイプがあります。
お使いの時計のりゅうずをご確認ください。

回せる

回せない 操作するときはロックをはずします

そのまま引き出して
操作することができます

りゅうずを
矢印方向に
回します

※ ねじロック式りゅうずは、ロックすることで、誤動作の防止と防水性の向上をはかることが
 できます。
※ ねじロック式りゅうずは、ねじを無理にしめるとねじ部をこわすおそれがありますので、
 ご注意ください。

通常のりゅうず

ねじロック式りゅうず
操作が終わったら
ロックしますゆるめる

押しつけて

しめる

りゅうずについて

1918

自動巻（手巻つき）

ぜんまいは時計を腕につけた状態では通常の腕の動きで自然に巻くこ
とができます。またりゅうずを回してもぜんまいを巻くこともできます。

止まっている時計をお使いになるときは、時計を振っても動き出しま
すが、りゅうずをまわしぜんまいが十分に巻かれた状態にしまして、
日付けと時刻を合わせてから腕にお付けください。

ぜんまいの巻き上げ不足は進み遅れの原因になりますので、１日10時
間以上携帯されることをお勧めします。巻き上げが不十分な場合は、
毎日一定の時刻にぜんまいを巻き上げてください。

パワーリザーブ表示について
パワーリザーブ表示で、ぜんまいの巻き上げ状態（持続時間）のめやすが
確認できます。

時計を腕からはずして置いておくときは、次に使用（携帯）するときまで
動き続けるかどうかをパワーリザーブ表示で確認し、必要に応じてぜんま
いを巻き上げてください。（時計を止めないようにして使い続けるために
は、余裕を持った時間ぶんを巻き上げるようにしてください。）
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自動巻（手巻つき）
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４．時報と同時にリュウズを押し込むと動き出します。
◎時刻合わせは電話の時報サービスTel.117が便利です。
◎ねじロック式りゅうずのモデルは、必ずりゅうずを元通り に締めてください。
◎機械式時計は輪列の構造上、時刻を合わせる際には、針をいったん正しい時刻よ
りやや遅らせておき、それから進めて合わせるようにしてください。

時刻・日付の合わせ方（4L75・8L75・6S37・6S77・6S78）
　※24時間に１回日付を一日分送るようになっています。

日付は、「午前０時」ごろ送るようになっています。よって、午前午後をまちがえ
て時刻合わせをしてしまいますと、お昼の「12時」ごろに日付が変わってしまい
ます。

１．時計が動いていることを確認します。
　※操作は、必ず時計が動いている状態で行ってください。動いていないときはぜん

まいを巻き上げてください。 →ぜんまいの巻き方　P.19
◎時刻表示が午後10時から午前１時までの間、日付の修正をしないでください。
この時間帯に日付を修正しますと、翌日になっても日付が切り替わらないことや、
故障の原因となる場合があります。

２．りゅうずを１段目まで引き出してくだ
さい。

　※ねじロック式りゅうずの場合はロックを外して
ください。→りゅうずについて　P.18

３．りゅうずを右方向（12時方向）に回す
ことで、日付の修正ができます。
まず、合わせたい日の前日の日付に合
わせます。

（例）合わせる日付が「６日」の場合、「５日」に合わせます。

6
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４．秒針が０秒位置にあるときにりゅう
ずを２段目まで引き出し、秒針を止
めます。

５．りゅうずを、針が進む方向に回し、
日付が今日の日付になるまで回して
ください。日付が変わると「午前」
です。さらに進めて現在の時刻に合
わせます。

６．時報と同時にりゅうずを０段目まで
押し込むと動き出します。

◎時刻合わせは電話の時報サービスTel.117が便利です。
◎ねじロック式りゅうずのモデルは、必ずりゅうずを元通りに締めてください。
◎機械式時計は輪列の構造上、時刻を合わせる際には、針をいったん正しい時刻よ
りやや遅らせておき、それから進めて合わせるようにしてください。

0 1 2

秒針

6

月末の日付修正について
２月（１カ月が28日、うるう年は29日）と小の月（１カ月が30日）で
は日付の修正が必要になります。
（例）小の月の翌月１日の朝、日付を修正する場合「１

日」ではなく「31日」が表示されています。りゅ
うずを１段目に引き出してください。りゅうず
を右回転させ、日付を「１日」に合わせ、りゅ
うずを押し込んでください。

◎ねじロック式りゅうずのモデルは、必ずりゅうず
を元通りに締めてください。
◎時刻表示が午後10時から午前１時までの間、日付の修正をしないでください。
この時間帯に日付を修正しますと、翌日になっても日付が切り替わらないことや、
故障の原因となる場合があります。

秒針

1
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時刻・曜日・日付の合わせ方（4S76・4S77）
　※24時間に１回日付を一日分送るようになっています。
　　「日針」は「午前０時」ごろ、「曜針」は午前２時半ごろ送り終わります。よって、

午前午後をまちがえて時刻合わせをしてしまいますと、お昼の「12時」ごろに「日
針」が、午後２時半ごろに「曜針」が変わってしまいます。

１．時計が動いていることを確認します。
　※操作は、必ず時計が動いている状態で行ってください。動いていないときはぜん

まいを巻き上げてください。 →ぜんまいの巻き方　P.19
◎時刻表示が午後９時30分から午前２時30分までの間、日付の修正をしないでく
ださい。この時間帯に日付を修正しますと、翌日になっても日針・曜針が切り替
わらないことや、故障の原因となる場合があります。

２．３時位置りゅうずを２段目に引き出して
回転させ、「24時針」と「分針」とを12
時位置に合わせます。

　※ねじロック式りゅうずの場合はロックを外してく
ださい。                  →りゅうずについて　P.18

３．３時位置りゅうずを０段に押し込みます。
　※このとき、時針が12時の位置に来ていない場合

は、下の４～５を行ってください。時針が12時
の位置に来ている場合は６に進んでください。

1段目

４．２時位置りゅうずを１段目に引き出し回転させ、時差修正を行い、
「時針」を12時位置に合わせます。

　※時修正は正針回し方向、逆針回し方向どちらに回しても問題はありません。
５．２時位置りゅうずを０段に押し込みます。
６．３時位置りゅうずを１段目に引き出してください。
７．３時位置りゅうずを右回転で曜修正を行い「曜日」を合わせたい日
の前日の曜日に合わせ、さらに左回転で日修正を行い「日付」を合
わせたい日の前日の日付に合わせます。

　※曜修正は針が２段階で一目盛り動きます。確認
をしながら合わせてください。
　※右回転により「曜修正」が行われますと同時に、

ぜんまいも巻き上がり、りゅうず巻上げが若干
重くなりますが異常ではありません。

８．秒針が０秒位置にあるときに３時位置
りゅうずを２段目まで引き出し、秒針
を止めます。

９．３時位置りゅうずを、針が進む方向に
回し、曜日と日付が今日の曜日と日付になるまで回してください。
曜日と日付が変わると「午前」です。さらに進めて現在の時刻に

0段目

1段目
2段目
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時刻の合わせ方

１．時計が動いていることを確認します。
　※操作は、必ず時計が動いている状態で行ってください。動いていないときはぜん

まいを巻き上げてください。 →ぜんまいの巻き方　P.19
２．りゅうずを引き出します。
３．りゅうずを回して時刻を合わせりゅうずを押し込みます。
　※68系はりゅうずを引き出した状態でも動き続けます。
◎時刻合わせは電話の時報サービスTel.117が便利です。
◎機械式時計は輪列の構造上、時刻を合わせる際には、針をいったん正しい時刻よ
りやや遅らせておき、それから進めて合わせるようにしてください。

①秒針がついていないタイプ（6870・6890・6899）

１．時計が動いていることを確認します。
　※操作は、必ず時計が動いている状態で行ってください。動いていないときはぜん

まいを巻き上げてください。 →ぜんまいの巻き方　P.19
２．秒針が０秒位置にあるときにりゅうずを引き出し、秒針を止めます。
　※ねじロック式りゅうずの場合は、ロックを外してください。

→りゅうずについて　P.18
　※68系の小秒針付（6898）はりゅうずを引き出した状態でも秒針は動き続けます。
３．りゅうずを回して時刻を合わせます。

②秒針つき（小秒針つき）タイプ（6898・4S71・4S79・6S74・6S96・6S99）
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時差修正の使い方
２時位置のりゅうず操作により、時針のみを単独で１時間単位で修正
する「時差修正機能」を備えています。
海外で使用する場合に時計の分針・秒針を止めずに現地時刻に合わせ
ることができるとともに、24時針（GMT針）により、ホームタイムとロー
カルタイムを同時に表示することができるデュアルタイム仕様として
の利用が可能です。
１．３時位置りゅうずが０段であ
ることを確認の上、２時位置
りゅうずを１段目に引き出し
ます。

２．２時位置りゅうずを回して目
的地の時刻に合わせます。

３．時針合わせが終わったら、２
時位置りゅうずを０段に押し
込みます。

　※時針を現地時刻（ローカルタイム）
に修正した後も、24時針は元の時刻（ホームタイム）を表示したままですので、
デュアルタイムとして使用できます。

0段目（ぜんまい巻き上げ）
・右回転→ぜんまい巻き上げ
・左回転→空回り

1段目（日・曜修正）
・右回転→曜修正＋ぜんまい巻き上げ
・左回転→日修正

2段目（針まわし）
・右回転→逆針まわし
・左回転→正針まわし

1段目（時差修正）
・右回転→正針まわし
・左回転→逆針まわし

ご注意：
　２時位置りゅうずでの時差修正の際は、３時位置りゅうずを２段目（針回し状態）
のままりゅうず操作しますと、時差修正が空振りして時差修正が出来ない恐れがあ
りますので、必ず３時位置りゅうずを０段に押し込んだ状態で操作してください。

3332

時刻・24時針・日付の合わせ方（8L36）
24時針を普通の24時針として合わせる場合

1 20 1 20 10 10

１．時計が動いていることを確認します。
　※操作は、必ず時計が動いている状態で行ってください。動いていないときはぜん

まいを巻き上げてください。 →ぜんまいの巻き方　P.19
２．秒針が０秒位置にあるときにりゅうずを2段目まで引き出し、秒針
を止めます。

　※ねじロック式りゅうずの場合はロックを外してください。
→りゅうずについて　P.18

３．りゅうずを回し、まず24時針と分針を現在時刻に合わせます。24
時針は現在時刻の午前午後に注意して合わせます。

４．時報と同時にりゅうずを押し込んでください。24時針、分針、秒
針の合わせができました。

５．時針を現在時刻に合わせます。りゅうずを１段目まで引き出します。
６．りゅうずを回し、現在時刻にあわせます。

　■日付を合わせる場合は、ここで一緒に合わせてください。（詳しくはP.39「日付
の合わせかた」を参照してください。）

　※時計と日付表示の動きを確認しながら、午前午後を間違いなく合わせてください。
　※時計を修正している時、その他の針が少し動きますが故障ではありません。
７．合わせ終わったらりゅうずを押し込んでください。
◎ねじロック式りゅうずのモデルは、必ずりゅうずを元通りに締めてください。
◎機械式時計は輪列の構造上、時刻を合わせる際には、針をいったん正しい時刻よ
りやや遅らせておき、それから進めて合わせるようにしてください。

3534

24時針を他の地域の時刻表示として合わせる場合

１．時計が動いていることを確認します。
　※操作は、必ず時計が動いている状態で行ってください。動いていないときはぜん

まいを巻き上げてください。 →ぜんまいの巻き方　P.19
２．秒針が０秒位置にあるときにりゅうずを2段目まで引き出し、秒針
を止めます。

　※ねじロック式りゅうずの場合はロックを外してください。
→りゅうずについて　P.18

３．りゅうずを回し、24時針と分針をGMT時刻に合わせます。24時針
は午前午後に注意して合わせます。

４．時報と同時にりゅうずを押し込んでください。24時針、分針、秒
針の合わせができました。

５．時針を日本時間に合わせます。りゅうずを１段目まで引き出します。
６．りゅうずを回し、現在時刻にあわせます。
　■日付を合わせる場合は、ここで一緒に合わせてください。（詳しくはP.39「日付

の合わせかた」を参照してください。）

1 20 1 20 10 10

　※時計と日付表示の動きを確認しながら、午前午後を間違いなく合わせてください。
　※時計を修正している時、その他の針が少し動きますが故障ではありません。
７．時差修正が終わったら、りゅうずを押し込んでください。
◎ねじロック式りゅうずのモデルは、必ずりゅうずを元通りに締めてください。
◎機械式時計は輪列の構造上、時刻を合わせる際には、針をいったん正しい時刻よ
りやや遅らせておき、それから進めて合わせるようにしてください。

3736

月末の日付修正について
２月（１カ月が28日、うるう年は29日）と小の月（１カ月が30日）で
は日付の修正が必要になります。
（例）小の月の翌月１日の朝、日付を修正する場合「１

日」ではなく「31日」を指しています。りゅう
ずを１段目に引き出してください。りゅうずを
左回転させ、日付を「１日」に合わせ、りゅう
ずを押し込んでください。

◎ねじロック式りゅうずのモデルは、必ずりゅうず
を元通りに締めてください。

◎時刻表示が午後９時30分から午前２時30分までの間、日付の修正をしないでく
ださい。この時間帯に日付を修正しますと、翌日になっても日付が切り替わらな
いことや、故障の原因となる場合があります。

1段目

合わせます。
10．時報と同時に３時位置りゅうずを０段目まで押し込むと動き出します。
　※時刻合わせは電話の時報サービスTel.117が便利です。
◎ねじロック式りゅうずのモデルは、必ずりゅうずを元通りに締めてください。
◎機械式時計は輪列の構造上、時刻を合わせる際には、針をいったん正しい時刻よ
りやや遅らせておき、それから進めて合わせるようにしてください。

ご注意：
曜針が月曜日の位置にあるときに午前１時付近で分針を戻し方向に動かすと、時針
が空回りすることがありますので、この時間帯は避けてください。
・この現象は分針を進行方向のみで針合わせをしていただけば起こりません。
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